
「わが家の天使たち」、「笑顔をさがして」、「わが家の天使たち」、「笑顔をさがして」、
「あの日あのころ」掲載希望の方は、「あの日あのころ」掲載希望の方は、
広報広聴係まで申し込みください。広報広聴係まで申し込みください。
℡ 83-8100　FAX83-5896℡ 83-8100　FAX83-5896

令和 4 年 1 月 1 日発行／通算 800 ／発行人 真岡市長 石坂真一 ／編集・総合政策部情報政策課広報広聴係
〒 321-4395 真岡市荒町 5191 ／ TEL 0285-83-8100 ／ FAX 0285-83-5896 ／ホームページ https://www.city.moka.lg.jp/

申し込みフォーム

人
口
と
世
帯
数

人
口
と
世
帯
数

人 口 79,661 人（▲ 19 人）
男：40,320 人（▲ 6 人）/ 女：39,341 人（▲ 13 人）

世 帯 32,172 世帯（ 3 世帯）
令和 3 年 12 月 1 日現在、市民課調べ

（　）内は前月比。減少の場合のみ▲印を記載。住民基本
台帳と外国人登録（登録者数 3,447 人）をもとに算出。

　真岡井頭温泉やあぐ里っ娘に隣接する井頭観光いちご園では、４軒のいちご農家が夫婦二
人三脚で運営しています。今年も感染症対策をしっかりと行い、たくさんのお客さまをお待
ちしています。ぜひ、観光いちご園自慢の完熟で甘い「とちおとめ」を味わってみてください。

 八木岡の  篠
しのざき

﨑 美
み は る

晴 ちゃん （2）

  いつも明るく活発な
美 晴。 お ま ま ご と、
外遊びが大好きです。 
おしゃべりで、お歌も
たくさん歌えるように
なりました。これから
も元気いっぱい可愛い
笑顔を見せてね。成長
が楽しみです。　　　
　　　　（父・母より）

【営業期間】　1 月 2 日～ 5 月 15 日（変更の場合あり）

【営業時間】 午前 9 時～午後 4 時

　　（最終受付：平日 午後3時、土日祝 午後3時30分）

【品種】 とちおとめ　　　　　※持ち帰りはできません

料金表
小学生以上 未就学児※ 3 歳以上

個人 団体 個人 団体

1/2（日）
  ～2/28（月） 1,500円 1,400円 1,300円 1,200円

3/1（火）
  ～ 4/3（日） 1,400円 1,300円 1,200円 1,100円

4/4（月）
  ～ 5/5 （木） 1,300円 1,200円 1,100円 1,000円

5/6（金）
　 ～5/15（日）   900 円   900 円   600 円   600 円

※感染症対策として 60 分間の時間制限があります。

※団体（15 人以上）でのご利用は予約が必要です。

問 真岡市農産物販売交流施設いがしら（あぐ里っ娘）井頭観光いちご園　℡ 81-1141

　
八
木
岡
で
珈コ
ー
ヒ
ー琲
を
煎い

っ
た
り
淹い

れ
た
り

し
て
い
ま
す
。
写
真
は
焙ば

い
せ
ん煎
機
。
こ
れ
で

珈
琲
豆
を
焙
煎
し
て
い
ま
す
。
近
く
を
通
っ

た
ら
深
呼
吸
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ど

こ
か
ら
か
良
い
香
り
が
漂
っ
て
く
る
か
も
。

蒲
か ば や

谷 未
み ら い

来 さん

367 人目の笑顔さん

月号月号令和4年（2022年）令和4年（2022年）
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367 人目の笑顔さん

井頭観光いちご園井頭観光いちご園
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わが家わが家のの天使たち天使たち



　
　
　
　

皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
で
は

「
Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ　

Ｕ
Ｐ
も
お
か
～
だ

れ
も
が
〝
わ
く
わ
く
″
す
る
ま

ち
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
日
々
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
本
日
は
、
市
が
運
営
し
て

い
る
ま
ち
づ
く
り
等
の
活
動
に

参
加
し
て
い
る
高
校
生
の
皆
さ

ん
に
お
集
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　

皆
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
活
動

し
て
き
た
中
で
、
何
か
印
象
に

残
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
。

　
　
　
　

私
は
、
市
役
所
2
階
・
青

空
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
利
活
用
を

考
え
る
班
で
活
動
し
て
い
ま
す

が
、
高
校
生
で
利
用
し
て
い
る

人
も
い
て
、
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
し
か
し
、
青
空
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は
知
っ
て
い
て
も
、
真
岡
ま

ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
以

以前から「真岡市で何か
できないか」と考えてい
ました。真岡市をより良
くする活動をしたいと思
い、参加を決意しました。

写真を撮って SNS で発信
するという今どきの方法に
以前から興味があったので
参加しました。

自分が今までやってきた
I
イ ン ス タ グ ラ ム
nstagramなどでの情報発
信の経験を生かし、真岡市
をより多くの人に知ってほ
しいと思い、参加しました。

自分の行動を通じて、真岡
市のことを世界中に発信し
ていくことにやりがいを感
じ、参加を決めました。

下
、
ま
ち
つ
く
）
の
活
動
を
知

る
人
は
ま
だ
少
な
い
の
で
「
ま

ち
つ
く
」
の
認
知
度
を
上
げ
て

い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　

真
岡
す
き
す
き
シ
ェ
ア
ク

ラ
ブ
（
以
下
、
す
き
す
き
）
の

取
材
で
、
市
内
の
そ
ば
屋
さ
ん

に
行
く
と
、
店
主
の
方
が
自
分

た
ち
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
見

て
く
だ
さ
っ
て
い
て
「
応
援
し

て
い
る
」
と
声
を
掛
け
て
い
た

だ
き
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　

最
近
で
は
「
す
き
す
き
」

の
メ
ン
バ
ー
と
Ｆ
Ｍ
も
お
か
に

出
演
し
、
多
く
の
人
に
私
た
ち

の
活
動
内
容
な
ど
を
伝
え
ら
れ

た
こ
と
で
す
。

　
　
　
　

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
い
ろ

い
ろ
な
写
真
を
投
稿
し
、
市
の

魅
力
を
発
信
で
き
て
い
る
こ
と

が
楽
し
い
で
す
。

高校生・大学生 10人、社会人 10人が 5つのグループに分かれ、市役所周辺地区や久下田
地区の中心市街地にある「もったいない」公共空間を活用し、まちづくり実験を行っています。

市内の高校に通う生徒 8人が集まり、インスタグラムで
市内のお店や施設などの魅力を発信しています。

市ホームページ

市ホームページ インスタグラム
＠ mokasukisuki2021

インスタグラム
＠ mokamachidukuri

詳
し
く
は
こ
ち
ら

詳
し
く
は
こ
ち
ら

市
長

今
西

大
塚

問 情報政策課シティプロモーション係　℡ 81-6947

問 プロジェクト推進室新庁舎周辺整備推進係　℡ 83-8059

▶氏名、高校名と学年、参加している活動名、活動への参加理由

すきすきのメンバーと一緒に
FM もおかに出演した落合さん（右）

落
合

久
保

市
長



　
　
　
　

真
岡
市
の
好
き
な
と
こ
ろ

は
何
か
あ
り
ま
す
か
。

　
　
　
　

住
民
と
行
政
が
近
い
存
在

で
、
同
じ
立
場
で
接
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
　
　
　

よ
く
利
用
し
て
い
る
青
空
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
好
き
で
す
。

　
　
　
　

自
転
車
で
よ
く
真
岡
市
内

Ｐ
Ｒ
し
て
、
認
知
度
を
上
げ
て
い

き
た
い
で
す
。

　
　
　
　

い
ち
ご
や
Ｓ
Ｌ
を
も
っ
と
Ｐ

Ｒ
し
、
真
岡
市
に
つ
い
て
も
っ
と
知
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
　
　
　

私
は
、
行
政
の
情
報
発
信

力
が
足
り
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
発
信

力
を
生
か
し
、
真
岡
市
を
Ｐ
Ｒ
し

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
若
い

人
た
ち
が
市
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参

加
し
や
す
く
す
る
た
め
に
は
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
す
れ
ば
良
い
で

し
ょ
う
。

　
　
　
　

現
在
「
ま
ち
つ
く
」
で
は
、

五
行
川
河
川
緑
地
に
「
Ｒ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｒ

＋

（
リ
バ
ー
プ
ラ
ス
）」
と
い
う
看

板
を
設
置
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
見
た
方
は
「
何

か
や
っ
て
る
な
」
と
は
感
じ
る
と

思
い
ま
す
が
「
何
か
」
が
分
か
ら

ず
、
そ
の
ま
ま
終
わ
っ
て
い
る
方
も

多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
「
何

か
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
、
も
っ
と

回
覧
板
や
チ
ラ
シ
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
を
活
用
し「
行
っ
て
み
よ
う
か
な
」

と
思
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
　
　
　

五
行
川
河
川
緑
地
の
イ
ベ

ン
ト
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参

を
走
っ
て
い
る
の
で
、
道
が
き
れ
い

な
と
こ
ろ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

が
あ
る
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
。

　
　
　
　

真
岡
市
に
し
か
な
い
宿
泊

学
習
の
で
き
る
自
然
教
育
セ
ン

タ
ー
が
好
き
で
す
。

　
　
　
　

皆
さ
ん
が
思
う
「
真
岡
市

に
ち
ょ
っ
と
足
り
な
い
も
の
」
や
「
こ

れ
か
ら
の
真
岡
市
に
期
待
し
て
い

る
こ
と
」
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
　
　

よ
り
住
民
に
寄
り
添
っ
た

地
域
に
な
っ
て
い
け
ば
、
一
度
市

か
ら
出
て
、
ま
た
戻
っ
て
来
た
際

に
「
い
い
ま
ち
だ
な
」
と
感
じ
て
も

ら
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

も
っ
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス
を
利
用
し
て
、
市
民
の
交
流
が

増
え
れ
ば
、
よ
り
楽
し
い
ま
ち
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

宇
都
宮
市
や
日
光
市
な
ど

に
並
ぶ
く
ら
い
も
っ
と
真
岡
市
を

加
し
ま
し
た
。
今
西
さ
ん
が
言
っ

た
よ
う
に
、
イ
ベ
ン
ト
を
知
ら
な

か
っ
た
の
か
、
若
い
人
た
ち
が
あ
ま

り
来
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

次
の
機
会
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
Ｐ
Ｒ

に
力
を
入
れ
た
方
が
い
い
と
思
い
ま

し
た
。

　
　
　
　

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
市
役
所

の
細
か
い
部
分
ま
で
紹
介
し
、
真

岡
市
は
こ
う
い
う
事
業
を
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
で
す
。

　
　
　
　

例
え
ば
自
然
教
育
セ
ン

タ
ー
の
よ
う
な
施
設
は
、
真
岡
市

に
し
か
な
い
こ
と
を
最
近
初
め
て

知
り
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
「
真

岡
市
に
し
か
な
い
ん
だ
ぞ
」
と
い

う
こ
と
を
小
中
学
生
の
こ
ろ
か
ら

知
っ
て
い
れ
ば
、
大
人
に
な
っ
た
と

き
も
「
真
岡
市
っ
て
こ
ん
な
に
い
い

と
こ
ろ
な
ん
だ
、
住
み
続
け
た
い

な
、
住
も
う
か
な
」
と
思
っ
て
も

ら
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

若
い
う
ち
か
ら
「
自
分
の

ま
ち
は
ど
う
な
の
か
」
、
「
ほ
か
の

ま
ち
は
ど
う
な
の
か
」
を
知
る
の

は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
就
職
や
進

学
で
真
岡
市
を
離
れ
る
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
際
に
感

じ
た
「
真
岡
市
は
こ
ん
な
ま
ち
だ
っ

た
ん
だ
」
と
い
う
の
を
、
ぜ
ひ
発

信
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

最
後
に
、
真
岡
市
で
「
ぜ

ひ
や
っ
て
ほ
し
い
」
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。

　
　
　
　

硬
式
野
球
が
で
き
る
野
球

場
が
欲
し
い
で
す
。

　
　
　
　

野
球
場
の
要
望
は
以
前
か

ら
多
か
っ
た
の
で
、
現
在
軟
式
と

硬
式
が
で
き
る
運
動
場
を
作
る
計

画
を
し
て
い
ま
す
よ
。

　
　
　
　

写
真
シ
ー
ル
機
専
用
の
施

設
が
欲
し
い
で
す
。
絶
対
に
女
子

高
生
が
た
く
さ
ん
集
ま
る
と
思
う

し
、
そ
こ
に
来
た
女
子
高
生
た
ち

が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
真
岡
市
を
広
め
て

く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

大
変
ユ
ニ
ー
ク
な
提
案
で
す

ね

（
笑
）
。
若
い
人
た
ち
を
呼
び

込
む
ア
イ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
参
考

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

総
合
体
育
館
や
ス
ポ
ー
ツ

交
流
館
が
、
も
っ
と
高
校
生
に
と
っ

て
気
軽
に
利
用
で
き
る
施
設
に
な

れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
高
校

生
は
、
身
体
を
動
か
し
た
が
っ
て
い

ま
す
。

　
　
　
　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
が

気
軽
に
で
き
る
場
所
を
求
め
る
声

は
、
他
で
も
あ
り
ま
し
た
。
運
動

す
る
場
所
に
つ
い
て
、
学
生
は
学

校

（
部
活
）
で
、
市
の
施
設
は
大

人
が
使
う
と
い
う
思
い
込
み
も
あ

り
ま
す
ね
。

　
　
　
　

気
軽
に
楽
器
を
吹
い
た
り

歌
っ
た
り
で
き
る
よ
う
な
、
音
楽

を
楽
し
め
る
場
所
が
あ
っ
た
ら
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

昔
は
学
生
で
も
安
く
借
り

ら
れ
る
場
所
が
あ
っ
て
、
実
は
私

も
昔
バ
ン
ド
を
組
ん
で
い
て
、
50
人

く
ら
い
集
め
て
コ
ン
サ
ー
ト
み
た
い

な
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
今
は

大
き
い
音
を
出
せ
る
場
所
が
市
の

ホ
ー
ル
く
ら
い
し
か
な
い
の
か
な
。

　
　
　
　

そ
う
だ
っ
た
の
で
す
ね
。
バ

ン
ド
を
組
ま
れ
て
い
た
と
は
ビ
ッ
ク

リ
で
す
。

　
　
　
　

皆
さ
ん
、
高
校
生
ら
し
い

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
意
見
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
頂
け

る
よ
う
な
意
見
や
発
想
は
、
市
の

職
員
だ
と
な
か
な
か
思
い
浮
か
ば

な
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
令
和

4
年
も
積
極
的
に
真
岡
市
の
た
め

に
活
動
し
て
い
た
だ
き
、
一
緒
に

真
岡
市
を
盛
り
上
げ
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。
本
日
は
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

RIVER ＋の看板が設置され
一気に映えスポットに

五行川河川緑地で実施したピクニックマルシェ
には 10 店舗が出店し、約 2400 人が集まりました

インスタグラム用の写真を撮影中

今
西 市

長

今
西

今
西

今
西

大
塚

大
塚

大
塚

大
塚

落
合

落
合

落
合

久
保

久
保

久
保

久
保

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

水
・
金
曜
日
▼
午
前
9
時
～
午
後
8
時

右
記
以
外
の
日
▼
午
前
9
時
～
午
後
5
時

市
役
所
2
階
・
市
民
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　（
青
空
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

【
利
用
可
能
時
間
】

大
塚

落
合

市
長

市
長

市
長

市
長

対
談
場
所

対
談
場
所



令和 4年1月号（6）（7）広報もおか

第第
6868
回回  

真
岡
市
教
育
祭

真
岡
市
教
育
祭

　

11
月
16
日
（
火
）、
真
岡
市
教
育
祭
が
開
催
さ
れ
、　

次
の
4
部
門
に
お
い
て
、

今
年
度
は
、
82
人
６
団
体
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▲小学生受賞者▲小学生受賞者

▲中学生受賞者▲中学生受賞者

▲一般受賞者▲一般受賞者

優秀児童生徒部門優秀児童生徒部門
優秀児童優秀児童（（小学 6 年生）小学 6 年生）

真岡小 柴　 菜 乃 葉
　〃 伊 佐 野 隼 太
　〃 澤 田 光 生
真岡東小 大 島 ゆ りな
　〃 丸 山 雄 大
　〃 目 黒　 駿
真岡西小 吉 澤 衣 知 花
　〃 佐 々 木 実 来
　〃 吉 永 凛 子
　〃 上 野 珠 礼
　〃 宮 本 友 悠
亀山小 丸 子　 望
　〃 飯 島 さや 香
大内中央小 小 坂 玲 音
大内東小 池 田 彩 華
大内西小 渡 邉 亜 聖
山前小 小 堀 斗 右 弥
　〃 大 岡 良 子
西田井小 大 堀 希 華
中村小 石 和 瑞 基
　〃 永 田 雅 姫
　〃 森 島 仁 瑚
長田小 小 林 芽 生
　〃 上 野 恵 美 莉
長沼小 菊 地 玲 那
久下田小 上 野 黎 明
　〃 加 藤 大 晴
　〃 小 林 ひ かり
物部小 猪 野 広 翔

優秀生徒（中学 3 年生）優秀生徒（中学 3 年生）

真岡中 木 村 ひ な た
　〃 金 澤 恵 理
　〃 川 井 玲 奈
　〃 福 久 果 鈴
　〃 手 塚 晃 將
　〃 直 井 優 奈
真岡東中 三 上 鼓 々
　〃 石 巻 直 斗
　〃 岩 間 悠 佳
真岡西中 大 山 颯 太
　〃 田 﨑　 紬
　〃 山 﨑 蒼 斗
　〃 森 川 紗 那
大内中 飯 塚 礼 夏
　〃 橋 本 颯 馬
山前中 中 野 有 咲
　〃 蕎 麦 田 玲 奈
中村中 大 関 彩 音
　〃 直 井 芳 樹
　〃 野 沢 健 介
　〃 宮 田 心 春
長沼中 佐 藤 朱 莉
久下田中 櫻 井 美 海
　〃 戸 頃 そ ら
物部中 藤 田　 昊

市政ニュース

学校教育功労者部門学校教育功労者部門
学校医（１０年以上）学校医（１０年以上）

学校医 髙 野　 浩

学校眼科医 （１０年以上）学校眼科医 （１０年以上）

学校眼科医 宮 澤 敦 子
　〃 原 　 　 正
　〃 猪 木 多 永 子

学校歯科医 （１０年以上）学校歯科医 （１０年以上）

学校歯科医 栁 田 解 生
　〃 小 貫 ま ゆ み

学校薬剤師 （１０年以上）学校薬剤師 （１０年以上）

学校薬剤師 関 澤 昭 子

社会教育功労者部門社会教育功労者部門
附属機関の委員附属機関の委員（（10 年以上）10 年以上）

スポーツ推進委員 近 籘 彰 雨
　〃 小 林 重 司

地域公民館長地域公民館長（（7 年以上）7 年以上）

田町第一公民館長 髙 山 久 惠

PTA 優秀会員（4 年以上）PTA 優秀会員（4 年以上）

真岡西小・真岡中 大 越 善 彦
大内西小 大 塚 貴 久
長田小・中村中 鶴 見 秀 一 郎
長田小 板 橋 清 隆
長沼中 大 足 篤 志

各種活動優秀児童生徒各種活動優秀児童生徒

真岡小・真岡東小 真岡キッズ
ハーモニー

真岡東中 吹 奏 楽 部

市政ニュース

篤行者篤行者
市内小中学校への寄付市内小中学校への寄付

ＪＡはが野　いちご部会
株式会社　神戸製鋼所

長沼小学校・長沼中学校への寄付長沼小学校・長沼中学校への寄付

長 沼 志 新 会
星 野 正 美

真岡市教育委員会への寄付真岡市教育委員会への寄付

ウエノ工業　株式会社
青 木 　 督
満 　 志 　 子
上 野 良 夫

山前小学校への寄付山前小学校への寄付

小 堀 信 行

スポーツ協会長等（8 年以上）スポーツ協会長等（8 年以上）

スポーツ協会副会長 佐 藤　 正
スポーツ協会専門部長 日 下 田 哲 男
　〃 天 満 屋 庄 三
　〃 羽 田 俊 幸

地域公民館連絡協議会長等（6 年以上）地域公民館連絡協議会長等（6 年以上）

真岡地区地域公民館
連絡協議会会長 清 野 英 雄

真岡地区地域公民館
連絡協議会副会長 小 松 英 隆

学校開放施設管理指導員（20 年以上）学校開放施設管理指導員（20 年以上）

学校開放施設管理指導員 大 嶋　 稔

小学校区青少年健全育成連絡会長（8年以上）小学校区青少年健全育成連絡会長（8年以上）

大内西部青少年
健全育成連絡会長 和 田 紘 一

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
が
寄
付

　

11
月
２
日
（
火
）、
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第

２
５
５
０
地
区
（
栃
木
県
域
を
範
囲
と
す
る

組
織
、
代
表
・
石
田
順
一
ガ
バ
ナ
ー
）
の
方
々

が
市
役
所
を
訪
れ
、
教
育
委
員
会
に
20
万
円

を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
付
は
、
10

月
に
開
催
さ
れ
た

同
団
体
の
地
区
大

会
を
契
機
に
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。
寄

付
金
は
、
今
後
、
団

体
の
意
向
に
沿
っ

て
青
少
年
健
全
育

成
の
た
め
に
使
わ

れ
る
予
定
で
す
。

令
和
３
年
度

令
和
３
年
度

統
計
功
労
者
感
謝
状
贈
呈
式

統
計
功
労
者
感
謝
状
贈
呈
式

　

11
月
29
日
（
月
）、
市
役
所
で
統
計
功
労
者
市
長

感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
勢

調
査
や
農
林
業
セ
ン
サ
ス
な
ど
の
調
査
遂
行
の
労
苦

に
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
、
多
年
に
わ
た
り
、

数
多
く
の
統
計
調
査
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
方
へ
感

謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
通
り
で
す
。

　
（
敬
称
略
・
丸
数
字
は
従
事
年
数
）黒

子
　
恭
治 

⑤

齊
藤
　
勝
子 

⑤

中
三
川
智
子 

⑤

佐
藤
　
陽
子 

⑤

廣
瀬
　
洋
子 

⑥

濱
田
　
修
治 

⑥

大
田
和
俊
夫 

⑤

関
　
　
政
子 

⑤

鶴
見
美
枝
子 

⑧

齋
藤
　
晴
治 

④

鶴
見
　
俊
夫 

④

小
倉
　
明
子 

⑤

石
㟢
　
光
一 

④

海
老
原
節
子 

⑦

小
倉
　
隆
雄 

③

横
田
　
賢
二 

⑤

海
老
原
　
茂 

③

　

栃
木
県
道
路
河
川
愛
護
連
合
会

主
催
の
「
令
和
３
年
度
道
路
愛
護

作
業
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い
て
、

西
田
井
中
央
公
民
館
、
伊
勢
崎
公

民
館
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

両
公
民
館
と
も
、
花
い
っ
ぱ
い

運
動
と
し
て
、
地
元
の
道
路
沿
い

に
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
サ
ル
ビ
ア

な
ど
の
花
植
え
を
行
い
、
美
し
い

道
路
の
維
持
に
貢
献
し
、
そ
の
活

動
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

道
路
愛
護
作
業
コ
ン
ク
ー
ル 

西
田
井
地
区
・
伊
勢
崎
地
区
が
受
賞

西田井中央公民館西田井中央公民館

西田井小学校付近西田井小学校付近

伊勢崎公民館伊勢崎公民館

国道 294 号バイパス沿い国道 294 号バイパス沿い

左から 中里 西田井中央公民館長 　石野 伊勢崎公民館長 左から 中里 西田井中央公民館長 　石野 伊勢崎公民館長 

大
内
地
区
防
災
避
難
訓
練
を
実
施

　

11
月
27
日
（
土
）、
大
内
地
区
で
防
災
避
難
訓
練
が
行
わ

れ
、
地
域
住
民
を
は
じ
め
、
警
察
、
消
防
な
ど
約
250
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
、
地
震
発
生
を
想
定
し
て

行
わ
れ
、
設
置
さ
れ
た
災
害
対
策
本
部
で
は
、
防
災
関
係

機
関
と
の
情
報
伝
達
の
確
認
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
避
難
所
訓

練
で
は
、
大
内
東
小

学
校
お
よ
び
大
内
西

小
学
校
の
体
育
館
内

に
検
温
場
所
や
避
難

所
用
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ

ン
を
設
置
す
る
な

ど
、
感
染
防
止
対
策

に
配
慮
し
た
運
営
を

行
い
ま
し
た
。



令和 4年1月号（8）（9）広報もおか

建設工事費 29億9,640万円
複合施設、

駐車場等の工事費

設計調査費 2億5,850万円 設計費、 事前調査費

備品購入費 5億5,330万円
遊具、 本棚等の

購入 ・設置費

合計

所在：  真岡市荒町 5131 番地（新庁舎北側、 附属体育館跡地） 

構造：   鉄骨造、3 階建て  　
面積：  延べ 6,832㎡（予定）

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
、
屋
内
外
の

子
ど
も
広
場
と
、
図
書
館
、
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
、カ
フ
ェ
を
備
え
た
複
合
施
設
で
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く
の
人
が
訪

れ
、
市
民
の
居
場
所
と
な
る
施
設
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

１
階
は
地
域
交
流
ゾ
ー
ン
と
し
て
、
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
新
聞
雑
誌

コ
ー
ナ
ー
や
カ
フ
ェ
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
講
座
の
開

催
や
市
民
の
活
動
・
交
流
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
用
途
に
活
用
で
き
ま
す
。

　

２
階
は
子
ど
も
ゾ
ー
ン
と
し
て
、
現
在

は
別
々
の
場
所
に
あ
る
「
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
」
と
「
図
書
館
の
子
ど
も
図
書
室
」

の
機
能
に
、
新
た
に
、
屋
内
・
屋
外
の
子

ど
も
広
場
が
加
わ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

子
育
て
の
相
談
窓
口
に
加
え
て
、
雨
の
日

で
も
親
子
で
安
全
に
遊
ん
だ
り
、
声
に
出

し
て
本
を
読
ん
だ
り
、
読
み
聞
か
せ
会
に

参
加
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

３
階
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
静
か
な
図
書

館
と
し
て
、
読
書
や
学
習
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
施
設
内
の
全
て
の

場
所
で
、
飲
み
物
を
飲
み
な
が
ら
の
利
用

が
可
能
で
す
。

　

市
で
は
、
平
成
29
年
か
ら
新
庁
舎
周
辺
整

備
事
業
と
し
て
検
討
を
開
始
し
、
平
成
31
年

３
月
に
基
本
構
想
、
令
和
２
年
５
月
に
基
本

計
画
を
策
定
し
て
き
ま
し
た
。

　

施
設
の
設
計
建
設
、
維
持
管
理
運
営
を
行

う
事
業
者
を
選
定
す
る
た
め
、
大
学
教
授
等

の
学
識
経
験
者
３
名
を
含
む
事
業
者
選
定
委

員
会
に
よ
っ
て
、
最
も
優
れ
た
提
案
を
選
定

し
、
市
議
会
12
月
議
会
で
審
査
、
議
決
さ
れ
、

正
式
に
事
業
者
が
決
定
し
ま
し
た
。 　　　　　　　　           　   　　　　　　 

  　　　　　　　　　　
 　　　　　　　　　　

図書館ゾーン

・一般図書

・郷土資料

・読書室

子どもゾーン

・子育て支援センター

・子ども広場

・子ども図書室

地域交流ゾーン

・新聞雑誌

・学習室

・カフェ

・地域交流センター
（イベント広場 ・交流エリア）



令和 4年1月号（10）（11）広報もおか

現
在
の
図
書
館
は
建
築
か
ら
38
年
が
経
過
し
、

改
修
工
事
等
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
築
39
年

の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
も
合
わ
せ
る
と
、
多
額
の

費
用
（
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
お
け
る
試
算

で
は
約
７
億
円
）
が
必
要
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

ま
た
、
改
修
後
も
建
物
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

５
億
円
程
度
が
必
要
と
の
試
算
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

Q 2

Q 4地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

交
流
と
活
動
の
場
所
と
な
る
施
設
で
す
。　

１
階
の
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
や
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
で
開
催
さ
れ
る
趣
味
の
講
座
に
参
加
し
た
り
、
会

話
を
楽
し
み
な
が
ら
、
囲
碁
や
将
棋
と
い
っ
た
娯
楽

を
楽
し
ん
だ
り
、
図
書
館
の
本
や
新
聞
・
雑
誌
を
読

ん
だ
り
、
勉
強
す
る
場
所
と
し
て
、
多
目
的
に
、
自

由
に
利
用
で
き
ま
す
。

国
庫
補
助
金
と
地
方
交
付
税
を
合
わ
せ
て
、

国
の
支
援
を
約
21
億
円
予
定
し
て
お
り
、
市

の
実
質
的
な
負
担
は
、約
17
億
円
と
な
り
ま
す
。（
左

図
参
照
）

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
積
み
立
て
を
行
っ
て
き
た
公

共
施
設
整
備
基
金
10
億
円
も
活
用
す
る
こ
と
で
、
新

た
な
市
の
支
出
は
、
約
７
億
と
な
り
ま
す
。

　

仮
に
、
現
在
の
施
設
を
改
修
し
て
使
い
続
け
、
耐

用
年
数
を
迎
え
て
建
て
替
え
る
場
合
、
今
回
予
定
し

て
い
る
国
か
ら
の
国
庫
補
助
金

・
地
方
交
付
税
の
支

援
は
見
込
め
ず
、
全
額
、
市
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

施
設
内
で
は
、
飲
み
物
を
自
由
に
お
飲
み
い

た
だ
け
ま
す
。
た
だ
し
、
食
べ
物
は
、
他
の

利
用
者
に
も
配
慮
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
一
部
エ
リ
ア
を
指
定
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
飲
み
物
、
食
べ
物
は
持
ち
込
み
も
可
能
で
す

が
、
施
設
内
の
カ
フ
ェ
で
も
購
入
で
き
ま
す
。

施
設
内
の
カ
フ
ェ
や
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
等

を
活
用
し
た
福
祉
団
体
に
よ
る
販
売
な
ど
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
雇

用
も
含
め
て
、
障
が
い
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

真
岡
市
初
の
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
の
採
用

財
源

Q 1

Q 5Q 6

①公共施設の統廃合を進める自治体を対象とした補助金
②市町合併後 20年までが対象となる国からの財源

問 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
新
庁
舎
周
辺
整
備
推
進
係

　

 

℡
８
３
・
８
０
５
９

【参考】現在の施設を改修して使い続け、耐用年数を迎えて建て替える場合

♦国からの補助金は見込めません。
♦改修費は公共施設等総合管理計画における試算です。
♦物価変動は考慮していません。

　

事
業
方
式
は
、
民
間
活
力
を
活
用
す
る
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
（
設
計
・
建
設
か
ら
維

持
管
理
・
運
営
ま
で
を
一
括
し
て
契
約
す
る
方
式
）
を
本
市
で
初
め
て
採
用
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
設
計
建
設
費
は
、
基
本
計
画
で
試
算
し
て
い
た

44
億
円
か
ら
約
６
億
円
が
減
額
さ
れ
、
38
億
８
２
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
建
設
工
事
費
は
29
億
９
６
４
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
を
採
用
し
た
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
事
業
費
の
削
減
だ

け
で
な
く
、
運
営
と
維
持
管
理
を
行
う
企
業
が
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
ノ
ウ

ハ
ウ
を
設
計
に
生
か
し
て
、
便
利
で
快
適
に
利
用
で
き
る
施
設
を
目
指
す
こ
と

に
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
施
設
の
運
営
に
お
い
て
は
、
民
間
事
業
者
の
創
意
工
夫
に
加
え
て
、

市
民
が
主
体
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

開
館
前
か
ら
、
図
書
館
、
子
育
て
、
地
域
交
流
の
各
分
野
に
関
す
る
専
門
家
を

招
い
た
市
民
参
加
型
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
そ
こ
か
ら
市
民
協
働
組

織
を
立
ち
上
げ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
市
民
組
織
は
、
全
国
で
初
め
て
の
取
り
組

み
と
し
て
、新
た
な
複
合
施
設
の
運
営
に
参
画
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

Q 3市
で
は
、
公
共
施
設
の
効
率
的
な
維
持
管
理

や
建
て
替
え
、
再
配
置
等
を
計
画
的
に
行
う

た
め
の
公
共
施
設
再
配
置
計
画
に
つ
い
て
、
令
和
４

年
度
で
の
見
直
し
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
図

書
館
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
な
く
、
そ
の

他
の
公
共
施
設
も
含
め
て
、
施
設
の
複
合
化
や
統
廃

合
、
建
物
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

昭
和
40
～
50
年
代
に
建
設
さ
れ
た
公
共
施
設
は
、
建
築
か
ら
40
年
を
超
え
て

老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
そ
の
建
て
替
え
は
全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
国
で
は
、
公
共
施
設
を
中
心
市
街
地
に
移
転
し
て
統
合
を
図
る
自
治

体
に
対
し
て
、
設
計
建
設
費
の
２
分
の
１
を
補
助
す
る

「
都
市
構
造
再
編
集
中

支
援
事
業
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
昭
和
56
年
築
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
昭
和
57

年
築
の
真
岡
市
立
図
書
館
は
、
頻
繁
に
発
生
し
て
い
る
雨
漏
り
の
対
策
や
、
空

調
機
器
、
ト
イ
レ
の
改
修
等
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
も
な
く
築
40
年
と

な
る
両
施
設
に
、
多
額
の
費
用
を
か
け
て
改
修
工
事
を
行
っ
て
も
、
20
年
後
に

は
建
て
替
え
の
目
安
と
な
る
築
60
年
と
な
り
、国
の
支
援
が
見
込
め
な
い
中
で
、

建
て
替
え
が
必
要
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
こ
の
複
合
交
流
拠
点
の
整
備
で
は
、
国
の
補
助
金
と
地
方
交
付
税

と
と
も
に
、
市
の
積
立
金
を
組
み
合
わ
せ
た
財
源
構
成
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

た
め
、
今
だ
か
ら
受
け

ら
れ
る
国
の
支
援
を
活

用
し
、
新
た
な
複
合
施

設
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
、
子
ど
も
た
ち

が
遊
び
、
本
に
親
し
む

環
境
を
整
え
る
と
と
も

に
、
多
く
の
市
民
が
集

い
、
学
び
、
交
流
す
る

拠
点
を
整
備
す
る
も
の

で
す
。



令和 4年 1月号令和 4年 1月号（12）（12）（13）広報もおか（13）広報もおか

　　　岡ごはんとは、新型コロナウイルス感染症の影響を
　　　受けている、真岡市内の飲食店等を応援するために
始めた企画です。I

インスタグラム

nstagram や f
フェイスブック

acebook で「#（ハッシュ
タグ）真岡ごはん」と調べると、さまざまなお店が出てく
る更新型の食マップを作ることを目標としています。

問 情報政策課シティプロモーション係　℡ 81-6947

市ホームページ
真岡ごはん

市内の飲食店等で、美味し
そうな写真を撮りましょう。

step2step2

「#mokafan」、「# 真岡ごはん」、「# 店舗名」をタグ付けし、写真を投稿しましょう。

stepstep33

岡市公式インスタグラムで紹介した「# 真岡ごはん」で“いいね！”が多かった
写真ベスト５を紹介します。（11 月 19 日時点 情報政策課集計）

★
★ ★

★

★

★
★

★

真

　ボリュームたっぷ
りでもちもちの自家
製太麺に具材が絡み
つき、おなかを幸せ
で満たしてくれます。

★
★

★

★

　昨年 7 月に真岡店
がオープン。種類が豊
富なフルーツサンド
は、流行の萌え断（※）
サンドとなっていま
す。

　50 種 類 の ス パ イ
スや食材から作られ
た本格的なインドカ
レーが楽しめます。
ナンがとても大きく、
食べ応えはバツグン。

　真岡市公式 Instagram では、市内の素敵な風景や食の
写真を発信しています。「#mokafan」が付いた投稿の中
からピックアップして投稿していますので、ぜひフォロー
をお願いします。

真岡市公式 Instagram
＠ mokacity_official

詳細やインスタグラムの使い方、ハッシュタグ等
については、市ホームページを確認してぴょん★

スマートフォンでアプリをダウンロード
し、アカウントを作成しましょう。

step1step1
撮影・投稿する際はマナーとして、

お店の人に一声かけましょう！

　老舗秘伝のタレがしみ込んだ自慢の
うなぎにサラダ、お吸い物、茶わん蒸
しが付いたお得なセット！老舗ならで
はの洗練された美味しさに、箸がどん
どん進みます。うな重はテークアウト
することもできます。

　りんごをぜいたく
に詰め込んだ逸品で
す。ほどよい酸味の
りんごと甘さ控えめ
のカスタードのバラ
ンスが絶妙です。

市
役

所
総

合

案
内、真岡市観光協会、道の駅にのみやな

ど
で

、
こ

の
「

真
岡

ご
は

ん
ス

テ
ッ

カ
ー

」

を配布中

※萌え断
だん

：サンドイッチや巻き寿司、ケーキなどの食べ物を切った際のカラフルで美しい断面を楽しむこと

★★掲載している写真の中には、期間限定のメニューもあります。



令和 4年 1月号（14）

消費生活消費生活
センターメモセンターメモ
シリーズ 463

ご相談は、
消費生活センター
（真岡市役所 2 階
くらし安全課内）
毎週 月～金曜日
  9:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

℡ 88
ハナシテナヤミナシハナシテナヤミナシ

4-78304-7830
相談料無料

４
月
か
ら
成
年
年
齢
が
18
歳
に

▲真岡小学校低学年棟の工事で埋め立てられた
前面の芝生と池も再現した現在の久保講堂

▲真岡小学校低学年棟竣工時（昭和 48 年撮影）

契
約
は
自
己
責
任

一
方
の
都
合
で
や
め
ら
れ
な
い

　
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
、
成

年
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ

ま
す
。
未
成
年
者
の
「
契
約
」
は
、

そ
の
責
任
も
自
分
で
負
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

契
約
と
は
、
法
的
な
拘
束
力

を
持
つ
約
束
の
こ
と
で
「
申
し

込
み
」
と
「
承
諾
」
の
意
思
表

示
の
合
致
で
成
立
し
ま
す
。
必

ず
し
も
書
面
を
作
成
す
る
必
要

は
な
く
、
口
約
束
で
も
成
立
し

ま
す
。
一
度
契
約
す
る
と
、
原

則
と
し
て
一
方
の
都
合
だ
け
で

や
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
悪
質
業
者
は
知
識

や
社
会
経
験
の
浅

い
若
者
を
狙
っ
て

い
ま
す
。

　

若
者
が
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
う

き
っ
か
け
は
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
広
告
を

見
て
」、「
学
校
・
職
場
の
人
か
ら

誘
わ
れ
て
」
な
ど
が
多
く
、
投
資

や
副
業
と
い
っ
た
「
お
金
」
に
関

す
る
契
約
、エ
ス
テ
な
ど
の
「
美
」

に
関
す
る
契
約
、
ネ
ッ
ト
通
販
な

ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
目
立
ち
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
ポ
イ
ン
ト

①
そ
の
場
で
す
ぐ
に
契
約
し
な
い
。

②
「
簡
単
に
も
う
か
る
」
な
ど
の

　
う
ま
い
話
に
飛
び
つ
か
な
い
。

③
「
み
ん
な
も
や
っ
て
い
る
」
と

　
い
う
ネ
ッ
ト
情
報
を
う
の
み

　
に
し
な
い
。

④
借
金
し
て
ま
で
契
約
し
な
い
。

⑤
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
契
約

　
は
、
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
で

　
証
拠
を
残
す
。

契
約
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

お
金
や
美
容
に
関
す
る
契
約
に
注
意

▶久保講堂の展望塔を模してデザインに取り入れ
　ている現在の真岡小学校校舎（平成 20 年築）

（15）広報もおか

親
の
同
意
が
必
要
で
す

が
、
成
年
に
な
る
と
、
自
分

の
意
思
で
自
由
に
「
契
約
」

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

　コロナ禍の影響により全国的に協力者の減少が懸念されています。特に冬は血液が不足し
がちです。若い皆さまの力を必要としている方がいます。ご協力をお待ちしています。

令和 4 年 1 月 1 日（土）～ 2 月 28 日（月）
期 間

● 栃木県赤十字血液センター
● うつのみや大通り献血ルーム
● 各市町の献血会場

会 場

新型コロナワクチンの3回目接種が始まります新型コロナワクチンの3回目接種が始まります

　コロナワクチンを２回接種してから原則 8 カ月以上経過した方は、３回目の接
種を無料で受けられます。接種券などの必要書類は、接種できる時期にあわせて、
市から送付します。この接種は、1・2 回目同様に強制ではありません。接種を希
望される方は、送付された接種券をご用意の上、予約をお取りください。

3回目接種可能時期 R3年 12 月 R4 年 1 月 R4 年 2 月 R4 年 3 月 R4 年 4 月

3回目接種の日程イメージ3回目接種の日程イメージ

医療従事者の方

65歳以上の方

上記以外の方

2回目接種した時期 R3年3月4月 R3 年 5 月 R3 年 6 月 R3 年 7 月 R3 年 8 月
8カ月後8カ月後

問 真岡市ワクチン接種予約相談センター
　 ℡ 83-8080　全日（土日祝含む） 午前 8 時 30 分～午後 5 時 市 HP市 HP

※転入等で 1・2 回目を他自治体の接種券で接種された方は、２回目接種から 8 カ月経過後に３回目接種券の
　発行申請が必要ですので、ご相談ください。
※本内容は、12 月上旬時点での情報をもとに掲載しております。最新の情報をご確認ください。
※予約方法等の詳細は、広報もおか２月号、市 HP などでお知らせします。

1回目接種1回目接種 ２回目接種２回目接種

おおむねおおむね
7～8カ月後7～8カ月後 予約予約

3回目接種3回目接種
※原則、1・2 回目と
　同じ場所・会場で接種

接種券など接種券など
接種に必要な書類接種に必要な書類

市から送付市から送付

問 栃木県赤十字血液センター　℡ 028-659-0111　　健康増進課健康づくり係　℡ 83-8122

1月～2月は 「はたちの献血」 キャンペーン月間です

▲対象年齢等
について

▲各市町の献血
会場について

2回目を接種してから2回目を接種してから
原則8カ月以上経過後原則8カ月以上経過後

※ワクチン事業は、令和 4 年 9 月 30 日までとなります


